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■ 広報かみさと　20.４ ■

お答えします

　SNSで『楽に儲かるアルバイト』という書き込みを見た。『携帯電話を購入するのに自分の名前を貸すだけ、
通話料はバイト先の業者が払うので自分への請求はない。１台につき5000円の収入になる』というものだった。
アルバイトの申込をして、業者の人と一緒に携帯電話ショップに行き、携帯電話を２台契約してその人に渡した。

『バイト代は後日振り込まれる』と言われてその場は別れたが、いつまでたっても振込はなく、連絡も取れなく
なったうえ、その２台分の携帯電話の高額な通話料請求がきた。約束が違うし、自分がその携帯電話を使ったの
ではないのだから支払いたくないと携帯電話会社に申し入れたが、通話料は名義人（自分）が支払うものである
と言われた。解約したいのなら、さらに１台につき約７万円の解約料も必要だと言われた。どうしたらよいか…。
※SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

自分自身を紹介するプロフィール機能や、自分の趣味や日常について日記のように書き込みができるブログ、またそのSNSの他の参加者
と掲示板上で意見を交換できるコミュニティ機能などを有し、人間関係を構築することを目的としたインターネットのウェブサービス

◆ 相 談 事 例

■困ったときの相談窓口は…
　◆上里町役場『消費生活相談窓口』（産業振興課農政商工係内［☎35―1232内2532］）
　　毎週金曜日、午前９時30分〜正午・午後１時〜３時30分
　◆消費生活支援センター熊谷［☎048―524―0999・FAX048-525-6316］

（土・日の相談窓口）　
　◆社団法人全国消費生活相談員協会［毎週土・日、午前10時〜午後４時　☎03―3448―1409］

　事前で相談者が行った『アルバイト』は、携帯電話の『名義貸し』で、やってはいけないことです。この
ような相談は、数年前から消費者相談センターにも寄せられており、現在まで減る様子がありません。事例
のようなトラブルに巻き込まれないための対策は、ただひとつ『絶対に名義貸しには手を出さないこと』です。

『簡単なアルバイト』『礼金をお支払いします』『迷惑はかかりません』など、募集広告の甘い言葉を鵜呑みに
してはいけません。
　相談者のように、気軽なアルバイトのつもりで『名義貸し』の意識がなかったとしても、携帯電話会社に
とっての契約相手は名義人である相談者であり、通話などで携帯電話を利用した分の料金は名義人に請求さ
れます。もし契約時に複数年契約を継続することで割引になる料金プランを選択していた場合は、解約時に
解約料を支払う必要があります。
　では、料金を支払わず、解約もせず放置していたらどうなるでしょうか。利用料金が支払われないのです
から、その携帯電話は携帯電話会社に強制解約され利用停止になります。名義人は不払者として登録され、元々
自分で使ってる携帯電話が使えなくなったり、新たな契約ができなくなったりします。そして、いずれにし
ても名義を貸した携帯電話の利用料金は、支払うしかありません。さらに、名義を貸した携帯電話が違法行
為に使われていた場合、契約者本人が違反行為に加担したとして責任が問われることもあります。
　このような他人の名義で契約された携帯電話は『飛ばし携帯』といわれ、インターネットの掲示板などで
売買もされています。『飛ばし携帯』の購入者は、解約されるまでの短期間に最大限利用します。名義人は、
その高額な利用料金請求を受けて自分の被害に気づき、あわてて相談することが多いようです。『飛ばし携帯』
は、振り込め詐欺やヤミ金融業者による請求、迷惑メールの送信などの違法行為・迷惑行為に使われること
もあるのです。
　携帯電話の名義貸しは、絶対にやめましょう。困ったときや不安に思うことがあれば、お近くの消費生活
相談窓口にお問い合わせ下さい。

『いいアルバイト』？ …名義貸しの代償は後で高くつきますよ！

　 消費者啓発・トラブル情報 64



13

■ 広報かみさと　№467 ■

　

最
近
、ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
、小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
よ
り
﹃
ご

み
分
別
の
不
徹
底
﹄
の
指
摘
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
の
注
意
点
を
十
分

に
守
っ
て
い
た
だ
き
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
適
正
な
ご
み
処
理
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
家
庭
に
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た

﹃
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分
け
方
・
出
し
方
﹄
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

町
民
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
［
☎
35
︱
１
２
２
４
内
１
３
０
１
・
１
３
０
２
］

①
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
と
も
に
指
定
袋
に
入
れ
、
袋
の
口
を
完
全
に

閉
じ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
乾
電
池
、
蛍
光
管
な
ど
の
『
有
害
ご
み
』
は
、
収
集
所
に
あ
る
『
赤

い
バ
ケ
ツ
』
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
資
源
ご
み
（
ビ
ン
類
）
は
、一
升
び
ん
な
ど
の
『
生
き
び
ん
』
と
『
そ

の
他
の
び
ん
』
に
分
別
し
、
各
々
の
コ
ン
テ
ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い

（
割
れ
た
び
ん
は
、
不
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

⑤
資
源
ご
み
（
缶
類
）
は
、
飲
料
用
缶
（
ス
チ
ー
ル
・
ア
ル
ミ
製
）
の

み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
（
缶
詰
類
は
、
不
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
）。

⑥
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
も
の
の
み
出
し
て
く
だ
さ
い
（
キ
ャ
ッ
プ
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
無
し
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
可
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
）。

⑦
粗
大
ご
み
は
、
収
集
所
に
絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
（
小
山
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
す
る
か
リ
ク
エ
ス
ト
収
集
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
）。

ご
み
の
適
正
な
分
別
収
集
に

ご
協
力
を
！

〜
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
〜

４月６日㈰〜15日㈫は

平成20年『春の全国交通安全運動』期間です
〜人も車も自転車も　安心・安全　埼玉県〜

重点目標／①子どもと高齢者の交通事故防止
　　　　　②すべての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　③二輪車対策の推進と

安全車間距離の保持
問 合 せ／町民環境課生活環境係
　　　　　［☎35－1224内1301・1302］

〜愛犬の登録・狂犬病予防注射は忘れずに！〜

平成20年度
犬の登録と狂犬病予防注射の

お知らせ
　犬の登録は生涯１
回、狂犬病予防注射
は毎年１回行うこと
が義務づけられてい
ます。お近くの会場
で受けてください。

※登録済みのお宅にはハガキが届きますので、裏
面必要事項欄に必ずご記入の上、会場へ持参し
てください。　

◆問合せ
　町民環境課生活環境係［☎35－1224内線1301・1302］

◆日程・会場ほか
午前10時〜
11時30分

午後１時10分〜
２時30分

４月14日㈪ 七本木公民館 長幡公民館
４月15日㈫ 隣保館 賀美公民館
４月16日㈬ 三田公会堂 中央公民館
４月17日㈭ 中央公民館

◆料金

新規登録 6,300円
（登録手数料） 3,000円
（注射諸費用） 3,300円

登録済 3,300円（注射諸費用） 3,300円

５月連休中（４月26日㈯〜５月６日㈫）の
小山川クリーンセンターへのゴミ及び
利根グリーンセンターへのし尿の受入日のお知らせ
◆搬入受付日

４月26日㈯ ４月27日㈰ ４月28日㈪ ４月29日㈫
× × ○ ○

４月30日㈬ ５月１日㈭ ５月２日㈮ ５月３日㈯
○ ○ ○ ×

５月４日㈰ ５月５日㈪ ５月６日㈫
× × ○

　（○…搬入受付日・×…休み）

◆受付時間  
　（小山川クリーンセンター）
　午前８時40分〜正午・午後１時〜４時30分
　（利根グリーンセンター）
　午前８時30分〜午後４時30分
◆問合せ
　町民環境課生活環境係［☎35－1224内1301・1302］
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ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
病
気
で
、
コ

ナ
ジ
ラ
ミ
︵
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ

類
︶
と
い
う
約
１
㎜
の
小
さ
な
白

い
虫
が
媒
介
す
る
こ
と
で
広
が
り

ま
す
。
こ
の
病
気
が
ま
ん
延
す
る

と
県
内
で
ト
マ
ト
栽
培
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す
。

※
﹃
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
﹄
に
感

染
し
た
作
物
に
触
れ
た
り
、
食

べ
た
り
し
て
も
、
人
間
の
健
康

へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
葉
が
黄
色
く
な
っ
て
葉
の
縁
が

巻
き
上
が
る

・
症
状
の
出
た
部
分
か
ら
上
の
花

は
正
常
に
咲
か
ず
、
実
が
な
ら

な
い

・
生
育
初
期
に
感
染
し
た
場
合
、

収
穫
は
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な
い

・
病
気
は
株
全
体
に
感
染
す
る
た

め
、
発
病
し
た
株
は
治
ら
な
い

・
感
染
し
た
ト
マ
ト
は
、
感
染
源

と
な
る
の
で
す
ぐ
に
抜
き
取
る

・
収
穫
後
の
ト
マ
ト
も
、
害
虫
発

生
源
、
感
染
源
と
な
る
の
で
放

置
し
な
い

※
抜
き
取
っ
た
株
は
、
土
に
深
く

埋
め
る
か
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

に
入
れ
密
封
し
て
完
全
に
枯
ら

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ト
マ
ト
生
産
者
は
、
防
虫
ネ
ッ

ト
を
張
っ
た
り
、
害
虫
の
発
生
源

に
な
る
雑
草
の
徹
底
除
去
な
ど
、

様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
家
庭
菜
園
で
も
発

生
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
菜
園

周
辺
を
こ
ま
め
に
除
草
す
る
な
ど
、

病
気
が
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
地

域
ぐ
る
み
の
発
生
抑
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

・
埼
玉
県
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ

ー
普
及
部［
☎
22
︱
３
１
１
６
］

・
産
業
振
興
課
農
政
商
工
係
［
☎

35
︱
１
２
３
２
内
２
５
３
１
］

　

近
年
、
県
内
各
地
で
産
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
「
ト
マ
ト
黄
化

葉
巻
病
」
が
発
生
し
て
お
り
、
関
東
各
地
で
も
発
生
・
被
害
が
拡
大
す
る

な
ど
、
全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
等
で
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
み
な
さ
ん
は
、
次

の
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
す
ぐ
に
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
家
庭
菜
園
等
で
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
さ
れ
る
み
な
さ
ま
へ
〜

『
ト
マ
ト
黄お

う

化か

葉は

巻ま

き

病
び
ょ
う

』に

ご
注
意
を
！

◆
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻
病
と
は
？

◆
症
状
は
？

◆
対
策
は
？

◆
問
合
せ

被害株の様子とコナジラミ（右下）

●
農
薬
を
使
用
す
る
場
合
に

守
る
べ
き
こ
と

（
学
童
の
通
学
路
周
辺
な
ど
で
は
、

特
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
）

○
粒
剤
等
の
飛
散
の
少
な
い
農
薬

や
、
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ
ズ
ル

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
周
辺
の
方
々
に
事
前
に
知
ら
せ

る
な
ど
の
被
害
防
止
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

○
天
候
や
時
間
帯
を
選
び
、
風

速
・
風
向
き
等
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◆
問
合
せ

　

産
業
振
興
課
農
政
商
工
係
［
☎
35

︱
１
２
３
２
内
２
５
３
１
］

　

住
宅
地
に
近
接
し
て
い
る
場
所

な
ど
で
は
、
農
薬
の
飛
散
を
原
因

と
す
る
住
民
や
子
ど
も
等
へ
の
健

康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
で
き

る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
管
理

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
の
散
布
作
業
を
す

る
と
き
は
、
メ
ガ
ネ
、
マ
ス
ク
な

ど
を
着
用
す
る
と
と
も
に
、
周
辺

住
民
や
他
作
物
な
ど
に
十
分
配
慮

し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
薬
使
用
の
回
数
と

量
を
減
ら
そ
う

　

人
手
に
よ
る
害
虫
捕
殺
や
除
草

に
よ
り
、
極
力
農
薬
を
使
用
し
な

い
よ
う
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

（
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
へ
の
殺
虫
剤
、

除
草
剤
等
の
使
用
も
同
様
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

小規模修繕（工事）契約希望者の
登録を受付します

　町が発注する小規模な修繕（工事）
について、小規模事業者（いわゆる１
人親方等）の受注機会の拡大と町内経
済の活性化を図るため、見積合わせな
どの参加を希望する町内業者の登録を
次のとおり行います。
　なお、現在登録済みの方であっても、
今回新規登録となりますので、お忘れ
のないよう申請してください。
登録資格／上里町内に本店を有してい

る個人又は法人で、上里町
に指名競争入札参加資格審
査申請（指名参加願い）を
提出していない方

受付期間／４月１日㈫〜30日㈬（土・
日・祝日除く）

受付時間／午前９時〜正午・午後１時
〜４時

受付場所／総務課・管財契約係
対象工事／ 40万円未満の修繕（工事）
申請方法／総務課に備えてある配付資

料を受領のうえ、申請書に
必要事項を記入・押印して
提出

問 合 せ／総務課管財係［☎35－1234
内3211・3212］
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（○印は休館日）

図書館カレンダー４・５月

日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19 
20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30 5/1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10

☎34－0455 156
蔵書検索ホームページ
http://www.lib.kamisato.saitama.jp

図書館・郷土資料館だより

町立図書館からのお知らせ

わくわくおはなし会

　紙芝居や絵本の読み聞かせなどた
のしいおはなしがいっぱい。みんな
できてね！
日　時…４月23日㈬、午後４時〜
会　場…町立図書館２階視聴覚室
問合せ…町立図書館［☎34－0455］

きてみませんか？
◆子どもシアター
日　時…４月12日㈯、午後２時〜
作　品…アニメ
　　　　『わたしおてつだいねこ』
　　　　（約19分）
◆くまさんのポケット
日　時…４月９日㈬・23日㈬
　　　　午前11時〜
◆お話し会（カッコーの会）
日　時…４月19日㈯、午後２時〜
◆のはらタイム
日　時…４月26日㈯
　　　　午後２時〜

　

 

無
垢
な
れ
ど
　
加
齢
の
滲
む
　
春
の
雪	

田
辺
　
露
風

　
淡
く
降
り
積
む
春
の
雪
に
自
分
の
年
齢
を
ふ
と
か
え
り
み
て
、
そ
っ
と

自
分
の
胸
を
し
め
つ
け
る
も
の
が
あ
る
、
そ
れ
は
や
が
て
老
年
期
に
入
ろ

う
と
す
る
淡
い
感
傷
と
一
種
の
安
垢
感
み
た
い
な
も
の
、「
無
垢
な
れ
ど

加
齢
の
滲
む
」
に
そ
の
あ
た
り
の
複
雑
な
心
理
も
窺
え
ま
す
。

　

 

老
残
や
　
無
言
の
端
座
　
雪
さ
さ
や
く	

高
橋
　
　
澄

　「
老
残
」
は
老
い
ぼ
れ
て
な
お
生
き
長
ら
え
る
こ
と
、「
端
座
」
は
正

し
く
座
る
こ
と
、
正
座
の
こ
と
で
す
。
音
も
な
く
降
る
雪
な
ど
と
よ
く

言
い
ま
す
が
、
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
と
、
さ
さ
や
き
か
け
る
雪
の
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
雪
に
は
名
句
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
こ
れ
が
ま
あ
つ
い
の
栖
か
雪
五
尺
（
一
茶
）」「
い
く
た
び
も
雪
の
深
さ

を
尋
ね
け
り
」（
前
書
「
病
中
雪
」
子
規
）「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な

り
に
け
り
」（
草
田
男
）

ひ
と
り
焼
く
目
刺
や
伊
豆
を
偲
び
つ
つ	

佐
藤
　
秀
乃

春
隣
垣
根
の
日
射
し
跳
ね
か
え
る	

庄
子
佐
恵
子

春
炬
燵
話
は
て
た
る
妻
と
居
る	

根
津
由
太
郎

陽
の
光
日
毎
に
色
変
え
春
予
感	

飯
塚
　
汎
恵

生
き
死
に
は
天
に
ま
か
せ
て
春
来
た
る	

福
岡
　
正
彦

春
浅
き
父
の
遺
影
は
笑
顔
な
り	

板
垣
　
清
美

今
日
も
着
る
形
見
と
な
り
し
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ	

佐
藤
マ
サ
ル

立
春
の
あ
ま
ね
く
光
り
招
き
入
れ	

森
村　

和
江

　この『まちづくり塾』は、町民
の自由な発想を生かした研究・実
践活動を通して個性的な町づくり
に関する提言を行うとともに、地
域の人材を育成し、広く町民が参
加できるふるさと創生活動を展開
することを目的とします。ぜひご
活用ください。
●応募資格　町内在住在勤の方で組織できる団体・グループまた

はグループ化できる方
●募集内容　地域の特性を生かしたり、個性的なまちづくりに関

するもの。

【例】①地域の特産・製品を生かす活動
②町活性化のためのイベントの企画・研究・提案
③環境を大切にするための活動
④新しい文化活動の創造など

●活動期間　１年間（必要に応じて継続を認める）
●応募方法　テーマ・目的・活動内容を明記した企画書を提出
●応募期間　５月９日㈮まで
●塾助成金　１塾あたり48,000円
●問 合 せ　生涯学習課生涯学習係［☎35－1245内3801］

〜町民のふるさと創生活動のサポートとして〜

かみさと『まちづくり塾』募集！
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　２月３日㈰、上里町文化協会発足40周年記念式典および祝賀
会が盛大に開催されました。
　同会は、毎年秋に行われる上里町文化祭の開催など、上里町
の文化振興のためにさまざまな活動を行ってきました。記念式
典では、上里町長をはじめとする来賓を招き、功労者表彰や記
念誌の発表、詩吟の朗読や民謡、コーラスの披露などが行われ、
今後も上里町の文化発展のために尽力することを誓い合いまし
た。

上里町文化協会、発足40周年記念式典

『おまたせしました！今が「旬」の味、ただいま登場』で
上里町の特産品を東京・有楽町で販売 

　２月19日㈫〜21日㈭、東京都有楽町にあるふるさと情報プ
ラザで開催された『おまたせしました！今が「旬」の味、ただ
いま登場』で、上里町特産品が販売されました。
　この事業は、本庄地方拠点都市地域（上里町・本庄市・神川町・
美里町）の特産品の良さを広めるために行われたものです。上
里町からは、有機・低農薬野菜やイチゴ、最中やサブレなどが
販売され、連日ほぼ完売の大盛況となりました。

　２月８日㈮、埼玉県主催による埼玉県青年農業者研究大会が
行われ、塚本和幸さんが優秀賞（農協中央会会長賞）を受賞し
ました。
　研究大会では、県内各地から青年農業者が参加しプロジェク
ト発表が行われ、塚本さんは、上里町農業青年会議所の代表と
して、『環境にやさしい花き生産を目指して』と題し、花き生
産者として日ごろの生産や技術の向上などを発表しました。お
めでとうございます。

塚本和幸さん、埼玉県青年農業者研究大会で優秀賞を受賞

　３月７日㈮、東京都・日本武道館で平成19年度自治体消防制
度60周年記念式典が行われ、上里町消防団（高橋光春団長）が
消防庁長官表彰表彰旗を、須貝誠さんが永年勤続功労賞をそれ
ぞれ受賞されました。
　上里町消防団は、昭和46年結成以来約53年間地域住民の生
命財産を守るため、火災をはじめとするその他各種の災害の予
防や警戒、鎮圧活動に貢献し、災害等の被害を最小限にとどめ
ている功績が認められ、受章の運びとなりました。
　また、須貝さんは、昭和46年に本庄市消防本部消防士として
拝命、以後児玉郡市広域消防本部消防司令長などを歴任されま
した。その間豊富な消防知識および経験を駆使して多種多様の
災害に率先し、地域の災害被害軽減に努められた功績が受章の
運びとなりました。おめでとうございます。

自治体消防制度60周年記念式典にて
上里町消防団が消防庁長官表彰表彰旗を
　　須貝誠さんが永年勤続功労賞を受章

上里町消防団のみなさん

須貝　誠さん

塚本　和幸さん
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　３月５日㈬、賀美小学校の生
徒のみなさんが、鮭の稚魚を神
流川に放流しました。
　この稚魚は、烏川・神流川合
流付近で採取された卵を賀美小
学校が譲り受け、生徒のみなさ
んの手により育てられたもので、
約70匹が無事ふ化しました。
　子どもたちは、大事に育てた
稚魚を、『無事戻ってくるんだよ』と声をかけながら放流しました。
無事に成長し、また神流川に戻ってくることを願います。

　３月14日㈮に町内各中学校
で、３月24日㈪に町内各小学
校で、それぞれ平成19年度卒
業式が行われました。
　今年度は、小学校369名、
中学校324名の児童・生徒の
みなさんがそれぞれの学校に
別れを告げ、新しい目標に向
かっての一歩を踏み出しまし
た。卒業生のみなさん、新しい出会いを大切にし、自分が進む人
生を発見し大きく羽ばたいてください。

　３月１日㈯、ワープ上里で第
19回上里町集会所・隣保館ま
つりが行われました。
　当日は、大正琴・民踊・フラ
ダンス・カラオケなど日ごろの
練習の成果を発表した舞台発表、
書道・手芸などの作品展示など
が行われ、会場は熱気に包まれ
ました。

賀美小学校で鮭の稚魚を放流

平成19年度　小・中学校卒業式

第19回集会所・隣保館まつり

児玉郡市広域消防本部上里分署に
高規格救急車が配備される

スポーツ大会の結果

町長杯ミックスダブルス
テニス大会

（３月２日㈰・長久保公園テニスコート）

東北柔専ＯＢ会
埼玉県支部少年柔道大会

（３月２日㈰・さいたま武道館）

秩父体重別少年柔道大会
（２月11日㈪・秩父市文化体育センター）

小鹿野剣友会少年部
創立40周年記念第35回

小鹿野町少年剣道大会
（２月10日㈰）

優勝
　久保田・原ペア
準優勝
　岸・三世川ペア
３位
　成瀬・平坂ペア

準優勝
　小３・４女子
　　木村　眞央
　小３男子
　　冨岡　知輝

◆男子高学年
　（４年生以上）
　　50㎏以下級
　準優勝
　　斉藤　勇市
　３位
　　山中　真吾
◆男女低学年35㎏超級
　３位
　　木村　眞央
◆体重別団体戦
　準優勝
　　山中　真吾
　　下沢　由季

◆個人　
　小１・２年男子
　　優勝　坂本　宙夢
　　３位　相川　敬太
　小５・６年女子
　　３位　赤岩　和実
◆団体
　高学年
　　第３位　上里町剣道スポーツ少年団

（坂本竜雅・白石健人・
柳　将司・植澤智己・
相川隆弘）

　児玉郡市広域消防本部上里分
署に高規格救急車が配備され、
３月10日㈪から運用開始されま
した。
　新しい救急車では、救急救命
士が同乗することが可能となり、
従来よりも効果的な救命処置ができます。配備されることで、
地域住民の安全・安心に貢献できるものと期待されます。



18

■ 広報かみさと　20.４ ■

会
場
⋮
忍
保
パ
ブ
リ
ッ
ク
公
園
内

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

対
象
⋮
町
内
在
住
在
勤
者

参
加
費
⋮
無
料

準
備
⋮
ク
ラ
ブ
一
式
︵
貸
与
可
︶

申
込
⋮
４
月
21
日
㈪
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
上
里
町
Ｔ
Ｂ

Ｇ
協
会
事
務
局
［
☎
34
︱
０
３
４

６
︵
午
後
５
時
以
降
︶］

日
時
⋮
４
月
22
日
〜
21
年
２
月
24

日
ま
で
の
偶
数
月
第
４
火
曜
日

︵
全
６
回
︶、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時会
場
⋮
中
央
公
民
館
・
和
室
Ｃ

対
象
⋮
町
内
在
住
在
勤
者
の
中
高

年内
容
⋮
毎
日
元
気
で
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
予
防
の
た
め
の
講
座

講
師
⋮
高
橋
宏
明
氏

定
員
⋮
20
名

参
加
費
⋮
無
料

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

八
重
椿
生
涯
学
習
推
進
部
［
☎
34

︱
０
３
４
６
︵
午
後
４
時
以
降
︶］

日
時
⋮
４
月
22
日
㈫
、
午
後
２
時

〜会
場
⋮
中
央
公
民
館
・
会
議
室
Ｂ

内
容
⋮
文
部
科
学
省
認
定
の
社
会

通
信
教
育
の
テ
キ
ス
ト
を
教
材
と

　

地
域
の
環
境
美
化
と
住
民
の
皆

様
の
自
主
的
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
住
民
団
体
で
実
施
す
る
﹃
花

い
っ
ぱ
い
運
動
﹄
に
対
し
て
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
対
象
⋮
花
の
種
子
、
苗
、
土
、

肥
料
代
等
︵
助
成
金
交
付
に
つ
い

て
は
条
件
あ
り
︶

助
成
金
額
⋮
１
団
体
あ
た
り
５
万

円
以
内

申
込
期
限
⋮
４
月
30
日
㈬
必
着

申
請
書
類
⋮
４
月
１
日
㈫
よ
り
総

合
政
策
課
に
て
配
布

問
合
せ
⋮
上
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
事
務
局
︵
総
合
政
策
課
総

合
政
策
係
︶［
☎
35
︱
１
２
３
８

︵
直
通
︶

　

乳
幼
児
︵
０
歳
か
ら
３
歳
児
︶

を
持
つ
子
育
て
中
の
親
子
が
、
気

軽
に
つ
ど
い
、
ほ
か
の
子
ど
も
と

自
由
に
遊
ん
だ
り
、
遊
び
を
通
じ

て
子
育
て
の
相
談
等
に
応
じ
て
い

き
ま
す
。
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

日
時
⋮
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日︵
開

催
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
中
止
︶、

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
⋮
上
里
町
女
性
セ
ン
タ
ー

︵
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
・
上
里
︶

対
象
⋮
０
歳
か
ら
３
歳
児
ま
で
の

親
子

申
込
⋮
申
込
用
紙
︵
役
場
２
階
・

福
祉
こ
ど
も
課
に
設
置
︶
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
福
祉
こ
ど
も

課
へ
提
出

問
合
せ
⋮
福
祉
こ
ど
も
課
［
☎
35

︱
１
２
３
６
︵
直
通
︶］

日
時
⋮
５
月
13
日
〜
７
月
１
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
︵
全
８
回
︶、

午
後
６
時
〜
７
時

会
場
⋮
ワ
ー
プ
上
里
ホ
ー
ル

対
象
⋮
小
学
２
年
生
以
上

指
導
⋮
乾
武
神
流
川
太
鼓

参
加
費
⋮
５
０
０
円
︵
保
険
代
︶

申
込
⋮
４
月
30
日
㈬
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
ワ
ー
プ
上
里

［
☎
34
︱
０
４
８
８
］

　

上
里
町
で
は
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を

審
議
す
る
た
め
の
審
議
会
委
員
を

一
般
公
募
し
ま
す
。

対
象
⋮
町
内
在
住
20
歳
以
上
の
方

任
期
⋮
２
年

募
集
人
員
⋮
若
干
名

申
込
⋮
応
募
用
紙
︵
女
性
セ
ン
タ

ー
窓
口
に
設
置
︶に
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
電
話
番
号
・
経
歴
・
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
の
意
見
を
記
入

の
上
、
４
月
10
日
㈭
〜
30
日
㈬
ま

で
に
女
性
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
む

問
合
せ
⋮
女
性
セ
ン
タ
ー
［
☎
35

︱
１
３
５
７
］

日
時
⋮
４
月
20
日
㈰
〜
25
日
㈮
、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

会
場
⋮
上
里
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
⋮
上
里
絵
画
ク
ラ
ブ
事
務

局
［
☎
33
︱
０
３
４
５
］

日
時
⋮
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日︵
第

１
回
４
月
19
日
︶、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

※
９
月
︵
予
定
︶
ま
で
開
講
し
ま

す
。
ま
た
時
間
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場
⋮
神
保
原
公
民
館
小
会
議
室

対
象
⋮
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ

る
方

講
師
⋮
山
下
博
一
氏

定
員
⋮
15
名

参
加
費
⋮
月
５
０
０
円
︵
紙
・
イ

ン
ク
代
な
ど
︶

準
備
⋮
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
無
い
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
込
⋮
４
月
７
日
㈪
〜
11
日
㈮
ま

で申
込
先
・
問
合
せ
⋮
神
保
原
公
民

館
［
☎
34
︱
１
７
２
７
］

活
動
日
時
⋮
毎
週
木
曜
日
、
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

会
場
⋮
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル

問
合
せ
⋮
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ウ
ィ
ズ

事
務
局
［
☎
０
９
０
︱
３
４
３
２

︱
６
９
２
９
］

日
時
⋮
４
月
18
日
㈮
・
22
日
㈫
、

午
前
９
時
30
分
〜

会
場
⋮
忍
保
パ
ブ
リ
ッ
ク
公
園
内

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場

対
象
⋮
町
内
在
住
在
勤
者

講
師
⋮
荒
井
素
六
氏
︵
埼
玉
県
Ｔ

Ｂ
Ｇ
協
会
常
任
理
事
︶

参
加
費
⋮
無
料

準
備
⋮
ク
ラ
ブ
一
式
︵
貸
与
可
︶

申
込
⋮
４
月
15
日
㈫
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
上
里
町
Ｔ
Ｂ

Ｇ
協
会
事
務
局
［
☎
34
︱
０
３
４

６
︵
午
後
５
時
以
降
︶］

日
時
⋮
４
月
25
日
㈮
︵
予
備
日
５

月
２
日
㈮
︶、
午
前
９
時
〜

教
室
・
募
集

　
イ
ベ
ン
ト

『
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』

助
成
事
業
実
施
団
体
募
集

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ウ
ィ
ズ

活
動
日
時
変
更
の
お
知
ら
せ

『
つ
ど
い
の
広
場
』

参
加
者
募
集

ワ
ー
プ
上
里

『
和
太
鼓
体
験
教
室
』

神
保
原
公
民
館

『
パ
ソ
コ
ン
教
室
』

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習
会

第
11
回
町
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

中
高
年
の
い
き
い
き

健
康
福
祉
講
座

生
涯
学
習
指
導
者

養
成
講
座
説
明
会

『
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
委
員
』一
般
募
集

第
18
回
上
里
絵
画
ク
ラ
ブ
展
示
会
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受
付
期
間
⋮
４
月
14
日
㈪
ま
で

試
験
日
⋮
４
月
19
日
㈯

問
合
せ
⋮
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
［
☎
０
４
８
︱
５

２
２
︱
４
８
５
５
］

　

埼
玉
県
で
は
、
個
性
豊
か
な
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
と
産
業

労
働
セ
ン
タ
ー
を
再
編
し
て
、
４

月
１
日
か
ら
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
北
部
地
域
創
造
セ

ン
タ
ー
本
庄
支
所
で
行
っ
て
い
た

地
域
振
興
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立
や
青

少
年
の
非
行
防
止
な
ど
は
、
引
き

続
き
本
庄
事
務
所
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
経
営
支
援
や
労

働
相
談
︵
対
面
︶
な
ど
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
熊
谷
市
の
北
部
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
で
承
り
ま
す
。

　

ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
庄
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
⋮
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
本
庄
事
務
所
［
本
庄
市
朝
日
町

１
︱
４
︱
６　

本
庄
地
方
庁
舎
内

☎
24
︱
１
１
１
０
］
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北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

『
本
庄
事
務
所
』が

誕
生
し
ま
し
た

し
た
講
座

講
師
⋮
岩
田
代
志
子
氏
︵
生
涯
学

習
１
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
︶

参
加
費
⋮
４
８
５
０
０
円
︵
教
材

お
よ
び
副
教
材
費
等
︶

※
５
月
27
日
㈫
よ
り
６
か
月
間
、

毎
月
第
４
火
曜
日
・
午
後
２
時

か
ら
養
成
講
座
の
開
講
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

八
重
椿
生
涯
学
習
推
進
部
［
☎
34

︱
０
３
４
６
︵
午
後
４
時
以
降
︶］

日
時
⋮
毎
月
第
３
水
曜
日
、
午
前

９
時
〜
11
時
30
分

会
場
⋮
小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
︵
本
庄
市
東
五
十
子
１
５
１
︱

１
︶

対
象
⋮
児
玉
郡
市
在
住
在
勤
者

※
営
業
目
的
の
方
に
は
、
販
売
で

き
ま
せ
ん
。

※
家
具
等
は
、
購
入
者
が
運
搬
で

き
る
車
両
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
購
入
品
は
現
金
払

い
、当
日
持
ち
帰
り
と
し
ま
す
。

な
お
、
販
売
品
の
返
品
や
苦
情

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
⋮
小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
［
☎
22
︱
８
２
０
０
］

日
時
⋮
５
月
11
日
㈰
︵
予
備
日
５

月
18
日
㈰
︶、
午
前
８
時
30
分
ま

で
に
受
付

会
場
⋮
長
久
保
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
⋮
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
︵
パ
ー

ト
ナ
ー
は
当
日
抽
選
で
決
定
︶

対
象
⋮
中
学
生
以
上
の
町
内
在
住

在
勤
者
、
テ
ニ
ス
協
会
員

参
加
費
⋮
一
般
１
０
０
０
円
、
テ

ニ
ス
協
会
員
５
０
０
円︵
弁
当
付
、

賞
品
あ
り
︶

※
参
加
費
に
は
保
険
料
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
当
日
の
ケ
ガ
・

事
故
・
盗
難
等
は
当
人
の
責
任

で
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
⋮
５
月
３
日
㈯
ま
で

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
テ
ニ
ス
協
会

事
務
局
［
☎
０
９
０
︱
３
２
２
６

︱
３
９
７
２
］

　

児
玉
郡
市
の
鉢
物
生
産
者
で
組

織
さ
れ
た
﹃
児
玉
郡
市
温
室
鉢
物

研
究
会
﹄
で
は
、
第
23
回
児
玉
郡

市
﹃
花
と
緑
の
展
覧
会
﹄
を
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
⋮
４
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
、

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場
⋮
本
庄
市
民
文
化
会
館

内
容
⋮
草
花
類
、
観
葉
植
物
、
洋

ラ
ン
な
ど
鉢
物
の
展
覧
会
、
展
示

物
の
販
売
︵
20
日
の
み
︶、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
即
売
会
︵
20
日
の
み
︶、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

︵
20
日
の
み
︶、
お
楽
し
み
抽
選
会

※
売
上
金
の
一
部
は
、
地
域
の
福

祉
施
設
に
寄
附
し
ま
す
。

問
合
せ
⋮
児
玉
郡
市
温
室
鉢
物
研

究
会
事
務
局［
☎
34
︱
３
３
０
０
］

講
習
区
分
⋮
普
通
救
命
講
習︵
Ⅰ
・

Ⅱ
︶

日
時
⋮
︵
講
習
Ⅰ
・
受
講
時
間
３

時
間
︶
４
月
12
日
㈯
・
６
月
14
日

㈯
・
８
月
９
日
㈯
、
午
前
９
時
30

分
〜
、︵
講
習
Ⅱ
・
受
講
時
間
４

時
間
︶
５
月
９
日
㈮
・
７
月
11
日

㈮
・
９
月
12
日
㈮
、
午
前
９
時
〜

会
場
⋮
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

２
階
講
堂
︵
本
庄
市
児
玉
町
蛭
川

９
１
５
︱
１
︶

定
員
⋮
40
名

申
込
⋮
各
講
習
日
１
週
間
前
ま
で

随
時
受
付

申
込
先
・
問
合
せ
⋮
児
玉
郡
市
広

域
消
防
本
部
本
庄
南
分
署
救
急
係

［
☎
24
︱
１
０
９
８
］

日
時
⋮
５
月
９
日
〜
21
年
３
月
13

日
ま
で
の
①
原
則
火
曜
日
、
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分
、
②
原
則

木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
と
日

曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
、

③
原
則
金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
︵
各
全
60
回
︶

会
場
⋮
①
飯
能
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
②
羽
生
市
民
プ
ラ
ザ
、
③

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

対
象
⋮
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

修
了
者
も
し
く
は
同
程
度
で
聴
覚

障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
活
動
に
１

年
以
上
携
わ
り
、
埼
玉
県
登
録
手

話
通
訳
者
と
し
て
活
動
す
る
意
欲

の
あ
る
方

定
員
⋮
各
30
名︵
い
ず
れ
も
選
考
︶

参
加
費
⋮
無
料
︵
教
材
費
別
︶

申
込
⋮
４
月
15
日
㈫
︵
必
着
︶
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
︵
埼
玉
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
、
上
里
町

役
場
福
祉
こ
ど
も
課
等
で
配
布
︶

を
同
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
か
直
接
持

参問
合
せ
⋮
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー
［
〒
３
３
０
︱
０
０
７

４
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５

︱
６
︱
５
☎
０
４
８
︱
８
１
４
︱

３
３
５
１
］・
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
室
［
☎
０
４
８
︱
８
３
０

︱
３
３
１
１
］

︻
幹
部
候
補
生
︼

応
募
資
格
⋮
日
本
国
籍
を
有
し
、

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
︵
22
歳

未
満
の
方
は
、大
卒
見
込
み
含
む
︶

受
付
期
間
⋮
５
月
12
日
㈪
ま
で

試
験
日
⋮
５
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

︻
予
備
自
衛
官
補
︼

応
募
資
格
⋮
︵
一
般
︶
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方
、︵
技
能
︶
18
歳

以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53

歳
〜
55
歳
未
満
の
方

春
季
テ
ニ
ス
大
会（
硬
式
）

自
衛
官
募
集
案
内

第
23
回
児
玉
郡
市

『
花
と
緑
の
展
覧
会
』

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

『
救
命
講
習
会
』

埼
玉
県
手
話
通
訳
者

養
成
講
習
会

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

『
リ
サ
イ
ク
ル
販
売
会
』

生
活
情
報
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平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
大
規

模
な
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
等

に
届
出
が
必
要
と
な
り
、
建
築
物

の
外
観
の
色
彩
等
に
つ
い
て
良
好

な
景
観
形
成
の
た
め
の
誘
導
を
行

い
ま
す
。

対
象
区
域
⋮
町
全
域

届
出
対
象
行
為
⋮
︵
建
築
物
︶
高

さ
15
ｍ
超
又
は
建
築
面
積
１
０
０

０
㎡
超
、︵
工
作
物
︶
高
さ
15
ｍ
超

施
行
日
⋮
平
成
20
年
４
月
１
日

届
出
窓
口
・
問
合
せ
⋮
ま
ち
整
備

課
都
市
計
画
係
［
☎
35
︱
１
２
２

７
︵
直
通
︶］

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
︵
75
歳

以
上
の
方
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満

で
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
が
加
入

す
る
医
療
保
険
制
度
︶
が
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

に
伴
い
、
障
害
者
自
立
支
援
医
療

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
︵
世
帯
の

中
に
後
期
高
齢
者
医
療
受
給
者
が

い
る
場
合
︶
の
自
己
負
担
限
度
額

が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

受
給
者
と
同
じ
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
た
方
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
福
祉
こ
ど
も
課
社

会
福
祉
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
結
果
、
自
己
負
担
額
が
下

が
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
４
月
中

に
変
更
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
⋮
福
祉
こ
ど
も
課
社
会
福

祉
係［
☎
35
︱
１
２
３
６︵
直
通
︶］

日
時
⋮
原
則
毎
月
第
２
水
曜
日
・

第
４
月
曜
日
︵
祝
祭
日
除
く
︶、

午
前
９
時
〜
10
時
︵
予
約
制
︶

会
場
⋮
本
庄
保
健
所

検
査
項
目
等
⋮
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型

肝
炎
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

検
査
結
果
⋮
お
お
よ
そ
10
日
後
に

報
告

予
約
先
・
問
合
せ
⋮
本
庄
保
健
所

保
健
予
防
推
進
担
当
［
☎
22
︱
６

４
８
１
㈹
］

　

消
防
法
並
び
に
児
玉
郡
市
広
域

市
町
村
圏
組
合
条
例
が
一
部
改
正

さ
れ
、
一
般
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
６
月
１
日
以
降
の
新

築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
住

宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
６
月

１
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

条
例
改
正
に
至
っ
た
経
緯
と
し

て
、
就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
が
原
因

に
よ
る
住
宅
火
災
の
死
者
が
多
い

こ
と
、
す
で
に
義
務
化
さ
れ
て
い

る
米
国
や
英
国
で
は
、
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

設
置
箇
所
は
、
寝
室
お
よ
び
寝

室
が
２
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合

は
、
そ
の
階
か
ら
下
階
に
通
じ
る

階
段
の
上
端
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
、
住
宅
の
階
数
や
間
取
り
な
ど

詳
細
な
設
置
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置

し
な
い
こ
と
で
の
罰
則
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、大
切
な
自
分
の﹃
命
﹄﹃
財

産
﹄
を
守
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
設
置
義
務
化
に
伴
い
、

不
適
切
な
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘

等
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
消
防
職
員

が
訪
問
販
売
し
た
り
、
消
防
機
関

が
特
定
の
業
者
に
販
売
を
依
頼
す

る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
適
正
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
設
置
基
準
の
詳
細
は
、

w
w

w
.ko

d
am

ako
u
iki.jp

で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
⋮
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本

部
予
防
課
［
☎
72
︱
４
６
５
４
］

田
園
と
都
市
が
織
り
成
す

美
し
い
景
観
を
目
指
し
て

〜
４
月
１
日
か
ら

届
出
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
〜

自
立
支
援
医
療

（
精
神
通
院
医
療
・
更
正
医
療
）

受
給
者
へ
の
お
知
ら
せ

エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
相
談

お
よ
び
血
液
検
査

住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

有料広告掲載希望者募集！

 広報かみさとに
広告を掲載してみませんか！ 

　上里町では、自主財源の確保などを図ることを目
的に、『広報かみさと』『上里町ホームページ』への
広告希望者を募集します。
　今回の募集は、平成20年７月号・８月号・９月号

（３か月分）の広告主です。

掲載位置
表紙・裏表紙を除くページの下１段で、町が指
定した位置

掲載規格

１号につき原則１事業者Ｂ広告１枠とする（た
だし広告掲載希望者が広告枠数に満たないとき
は、満たない枠数の範囲内でＡ広告として掲載
可能）
　Ａ広告（１段分）　　 横170㎜×縦45㎜
　Ｂ広告（２分の１段分）横85㎜×縦45㎜

募 集 枠 １号につき最大２段分

掲載期間 １か月単位（連続掲載最長３か月）

掲 載 料
１か月（１号）につき　　Ａ広告　16,000円
　　　　　　　　　　　　Ｂ広告　  8,000円

募集期間　４月30日㈬まで
問 合 せ　総務課庶務係［☎35－1234内3222］
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます
ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます

ひとのうごきひとのうごきひとのうごき

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう

お悔やみ申し上げますお悔やみ申し上げます

町の人口（平成20年２月末日現在）
総人口…３２，０１４人	 ［＋ 18］
　男　…１５，９３３人	 ［＋ 12］
　女　…１６，０８１人	 ［＋ ６］
世帯数…１１，４０２世帯	［− ６］

　　（カッコ内の±は前月比）
出　生…２１　　死　亡…１６
転入等…１２４　転出等…１１１

 行政区分 　　　氏　　名　　 	保護者等
［金　　下］	 佐　藤　心

こ

　遥
はる

	 潤
	 林　　　由

ゆ

梨
り

花
か

	 雅也
［金　　上］	 木　村　優

ゆう

　那
な

	 英仁
［天　　神］	 清　水　隆

りゅう

　世
せい

	 勝彦
［西　　大］	 吉　田　有

ゆ

　里
り

	 智則
［東 大 南］	 坂　上　結

ゆ

　月
づき

	 広明
	 鈴　木　美

み

　穂
ほ

	 保之
［東 大 北］	 茂　木　穂

ほの

　香
か

	 哲也
［新　　堀］	 道　下　俐

り

　乃
の

	 健基
［長 浜 町］	 岩　間　友

ゆ

　李
り

	 英樹
	 間　宮　　　煌

きら

	 吉秋
［立　　野］	 小　林　蒼

あ お い

生	 由明
	 髙　梨　幹

かん

　大
た

	 太誠
	 藤　川　修

しゅう

　史
じ

	 泰弘
［三　　田］	 島　村　類

るい

　伍
ご

	 恭一
	 坪　倉　愛

あ

　珠
み

	 利幸
［三　　軒］	 新　井　奈

な

　々
な

	 康永
［久保新田］	 相　良　唯

ゆい

　翔
と

	 哲也
［西原町西］	 藤　井　栄

ひで

　成
なり

	 勇人
［一 丁 目］	 古　戸　　　豪

すぐる

	 守
（２月中の出生届より）

 行政区分	   氏　　　名　　	 年齢
［金 下 東］	 江　原　み　よ	 （８６）
［堀　　込］	 堀　口　京　治	 （７２）
［屋　　敷］	 杉　山　幸　男	 （７５）
［上　　郷］	 久　保　實　二	 （８６）
［東 大 北］	 今　井　をとゑ	 （８２）
［東　　堤］	 植　原　太　平	 （８１）
［長 浜 町］	 關　　　 　子	 （９７）
［京　　塚］	 須　永　イ　ネ	 （８３）
［古 新 田］	 大　塚　幸　良	 （５８）
［四 ツ 谷］	 小　沼　ス　ミ	 （８８）
	 橋　爪　ゆき江	 （７５）

［一 丁 目］	 小　川　英　雄	 （８１）
［五 丁 目］	 倉野内　房　江	 （８３）

（２月中の死亡届より）

※掲載を希望されない方は、届出時に窓口また

は総務課庶務係［☎35―1234内3222］まで

お申し出ください。
問合せ　町民環境課町民係
　　　　［☎35―１２２４内線１３２３］

町
民
環
境
課
町
民
係

 

４
月
の
日
曜
窓
口
開
庁
日

 

４
月
13
日

（日）

　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

◆
取
扱
事
務

・
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行

・
印
鑑
登
録

お子さんの写真を募集中です！
　あなたの写したお子さんの写真をこの
コーナーに掲載しませんか？
　希望者は総務課[☎35－1234]まで

大
久
保　

詩し

穏お
ん

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

立
野
南
の
大
久
保
穏
之
・
壽
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

『
い
つ
も
元
気
な
し
お
ん
ち
ゃ
ん
。

や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
』

善意をありがとう
社会福祉協議会２月分寄付者

高橋秀夫氏 1,414円

(株)ベルク七本木店 15,348円

匿名 29,720円

ご協力ありがとうございました
上里町社会福祉協議会［☎33—4232］


